
令和7年香焼図書館貸出ランキング

香焼図書館だより
425号

令和8年3月号長崎市香焼町1070-32
TEL/095-871-1438

おはなし会

3月 7日(土)

※次回のおはなし会は4月4日(土)です。

時間：午前10時30分～

場所：香焼図書館

子どもコーナー

「香焼絵本を楽しむ会だるまちゃん」

による絵本の読み聞かせです。

※申込不要
お気軽に
どうぞ!

一般書 児童書

『ついに、来た?』
群 ようこ/著
幻冬舎/刊

『地獄の底で
みたものは』
桂 望実/著
幻冬舎/刊

『財布は踊る』
原田 ひ香/著
新潮社/刊

『くらべてなるほど!
しょうぼうしゃ
・パトカー』
交通新聞社/刊

『パンどろぼう
おにぎりぼうやの
たびだち』

柴田 ケイコ/作
KADOKAWA/刊

『うちのピーマン』
川之上 英子・健/文
柴田 ケイコ/絵
アリス館/刊

1月18日～2月8日は、83冊の新
刊が入りました！新刊はホームペー
ジ新刊案内をご覧ください。

■こちらの貸出券で市内58施設の図書の本が10冊まで、
2週間借りられどこででも返せます。
(CD ・ DVD等は除きます)取り寄せも
できますので、どうぞご利用ください。



3月のおすすめ絵本

『おんぶねこ』

「おれ、おとうさん」「おれの こ、おんぶじゃ ないと なくねん」
こねこをおんぶしたおとうさんねこが、関西弁でつぶやきながら奮闘します。
家事をするのはもちろん、お風呂だって、トイレするのもおんぶのまま！
ず～っとおんぶにヘトヘトになりながら、「なあ  おれ、いつまで  おんぶ
したら  ええの？」と、くじけそうになるおとうさんねこ。
そんなある日――――

おかあさんおらへんのかなぁ、一人で頑張ってはるんやなぁと、読んでいるこち
らもなんちゃって関西弁がつい口から出てきます。何となく昭和を感じるノスタル
ジックな小物たち、銭湯、台所などに目を惹かれつつも、こねこに振り回されなが
ら健気に子育てと家事を頑張るおとうさんねこに、昔の自分を重ねあわせてしまい
ます。

この絵本、かわいいねこの姿で笑いにしているものの、実は現在育児中のお父さ
ん、お母さんへのエールでもあると思うんですよね。今は男性も育児休暇を取れる
時代になったけど、育児の大変さ、それを上回る喜びはいつの時代も変わらぬもの。
いつまでも続くと思われる育児も、やがては終わりが来る。きつい時もあるけど、
こうやっておんぶできる今のうちに、たくさんおんぶしてあげて欲しいのです。
子どもにも親にも、心の底に静かにあたたかな贈り物が残るはず。肌の温もりを感
じる絵本です。
そして、おとうさんねこの、こねこにそそぐ優しいまなざしは必見です。

さて、おとうさんねこのおんぶは一体どうなるのでしょうね。

香焼絵本を楽しむ会だるまちゃん 林田 裕子

                   

                               

殿本 祐子／作
講談社／刊

会員募集中!!
絵本が好き！読み聞かせに
ご興味のある方は図書館
（871-1438）まで。

★香焼絵本を楽しむ会だるまちゃん
子どもの本を楽しみながら

各地でおはなし会を開催
                                   代表：島内 小延子
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